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1. 産業用ドローンの現状

　昨年，2015年のはじめ，アメリカの連邦航空局 (FAA)が
ドローンの商業利用について大幅な規制緩和を行い，熱気
を帯び始めた市場のさまざまなニュースが飛びこんできた
ことは記憶にまだ新しい。同年 9月にアメリカで開催され
たインタードローン展でもそれまでの機体や部品を中心と
した展示に加え，さまざまなアプリケーションやサービス
の展示が増え，有人航空機なみのトラフィック管理を目指
した官民一体の実験も，NASAを中心として進んでおり，
産業用ドローン (Commercial Drone)の市場は盛り上がりを
見せはじめた 1)。
　日本でも同年 9月に航空法の一部改正をはじめ，無人航
空機の飛行ルールが同年 12月 10日から導入されたことを
端緒とし，法整備だけでなくさまざまなサービスについ
て，多くのフィジビリティスタディ（可能性の検討や検証）
が実施されつつある。
　例えば映像作品における表現手段としては，高画質なカ
メラを搭載したドローンが放送や映画などに活用されてい
る。こうしたシーンにおいては，設計者としてのディレク
ターや映像作家がその表現の可能性を理解し，自らの作品
に取り入れており，また，実務においても撮影（空撮）を
専門とするオペレータが現れ，映像製作のひとつのツール
として定着したと言えるが，こうした映像作品への利用以
外では，その話題性と日々伝えられるニュースの量から見
れば，実運用に達しているサービスやアプリケーションが
非常に少ないことに気づく。
　2016年も半ばを過ぎた現在，前述の通り，国内でもさま
ざまな用途で多くのフィジビリティスタディが行なわれ，
実際の運用も視野に入った検証結果も揃いつつあるが，新
しいサービスとして確固としたビジネスモデルを構築でき
たサービスはいまだ無い。
　こうした傾向は国内のみならず，アメリカでもやはり同
様であり，さまざまな展示会では機体そのものの展示だけ
でなく，サービスを主体とした展示が増えつつあるが，や

はりまだ恒常的な利益を生むビジネスモデルを作りきれて
おらず，先進的な事例の紹介というフェーズから脱し切れ
てはいない。
　原因としては，つまるところ，信頼性と安全性，そして
ユーザビリティとアプリケーションの 4点がそれぞれ抱え
ている課題にあり，これらが完全に解決されていないため
と考えることができる。しかしながら逆の表現をするなら
ば，現状はドローンという手段がさまざまなサービスに対
して検討され，こうした課題がようやく明らかとなり，非
常に早いペースで解決されつつあるフェーズであると表現
することもできる。すなわち，過去にあった携帯電話や，
インターネットという幾多のパラダイムシフトと比較する
ならば，まさしくそれらの夜明け前の状態に近い。
　本節では，夜明け前のドローン市場について，前述の課
題をそれぞれ検証してみたい。
1.1	 信頼性についての課題

　まず信頼性の課題について考える。
　一般に業務用製品は，民生用に比較して格段に高い信頼
性を有しているが，現状の産業用ドローンは，ホビー用に
比較して圧倒的に信頼性が高いとは言い難い。
　多くの産業用ドローンで信頼性の高いモータや ESC
（Electronic Speed Controller：モータの速度制御装置），バッ
テリーを搭載しており，ドローンの基本的なコントロール
を行なう制御装置では二重化，三重化を実現している製品
もあるが，他の業務用製品のように，明確に用途を分け，
厳しい製品基準を満たした製品が提供されておらず，ま
た，経験に裏打ちされたデザインパターンや定量化された
指標も共有されていない。
　モータについては日本国内には高い信頼性を持った産業
用モータを量産しているメーカも少なくないが，負荷とし
てプロペラを想定した特性を深く理解して設計できている
メーカはほとんどない。ESCについても原理は難しくない
が，原理のみで長期間安定して運用する製品を作ることが
できないようであり，特に大電流，大電力のものについて
は，信頼性のある部品を作ることのできるメーカは限られ
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